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  BIOMOD(International Bio-molecular Design Competition)は，学部生からなるチームを結成し，生体
分子を制御する技術を身に着け，その成果を発表する大会である．生体分子に関係するなら自由に
テーマが選べ，その分野は多岐にわたる．2016 年大会はカリフォルニア大学サンフランシスコ校
にて 10 月 28 日（金）－30 日（日）で開催され，世界各地からほぼ同学年の学生が集まる．参加
チームは 10 分間のプレゼンテーションを会場で行い，さらに Youtube ビデオ，研究内容をまとめ
た webページを期限までに作成する．その 3要素で評価が下され，賞が決定する． 












  BIOMODで金賞を獲得するための，ナノスケールのロボットを制御できる知能の開発． 
  
３．研究計画 
 4月      チーム結成 
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 5月    アイデア出し 
 6，7月  理論構築，動画編集・web ページ作成技術習得 
 8月    実験開始，webページ作成 
 8月末   BIOMOD国内大会＠東京大学 
 9月    アイデア再構築，caDNAno によるロボット設計，DNA発注 
 10月   実験，動画・webページ作成 








 （１）ナノロボットの構造を決定し，caDNAno を用いて設計する．設計 
 （２）DNAを合成した後，AFMで構造を確認する．  
（３）磁場と反応するように Niをスパッタリングする．  
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 以下の図 2に AFMでその構造体を確認できた様子を示す．図 2より，その構造が確認でき，合
成は成功したと考える． 
 
図 2：支柱あり螺旋構造体の AFMイメージ 
５．２ 磁場と反応する仕組み 



















                                図 5：実験器具 
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                             図 7：Niの膜が分離する様子 
６．考察 





  (a)水滴の中にたくさんの DNA構造体がある   (b)乾燥時に DNA が水滴の両端に集まる 
 
(c)両端の Ni膜が分離される 
図 8：ドーナツ状に Ni膜が分離したプロセス 
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以下が我々大阪大学チームの製作した Youtubeビデオと webページのリンクである． 




[1]BIOMOD 2016日本大会 分子ロボティクス，http://www.molecular-robotics.org/biomod2016jpn/  
  （閲覧日：2016/12/6） 
[2]BIOMOD 公式ホームページ，biomod.net（閲覧日：2016/12/6） 
 
